第３５回勉強会摘録
１　日　時　平成２５年８月６日（火曜日）　午後４時５０分～午後６時１０分
２　場　所　職員会館かもがわ　第５会議室
３　出席者　市民参加推進フォーラム委員　１０名
　　　　　　（伊藤委員，大西委員，北村委員，小辻委員，芝原委員，菅原委員，竹内委員，

谷口座長，辻委員，本城委員）

　　　　　　事務局　４名（髙溝室長，北川課長，宮原係長，堀）

４　内　容　以下のとおり
　協働に関する各委員の意識について話し合った。

○　「協働の日」は市民が少しでも京都のために何かアクションをしよう，少しでも踏み出そうと思わせる取組があると良いのではないか。
○　「協働の日」は，「Let's "KYO" Together !キャンペーン事業」と趣旨がかなり近いと思うが，何が違うのか。このキャンペーンに参画しながら，フォーラムとしてもアイディアを出していきたい。
○　組織と組織の協働を推進したいのか，個人が少しでも公共にとって良いことに取り組もうとすることを推進するのかが分からなかった。
○　それぞれの事業のターゲットは，「協働の日」は子どもからお年寄り，さらに団体まで。「協働のルール」は組織間連携を基本とする。

○　どこかと協働しようと思ったときに文章化されていないルールを明確にすることも必要ではないか。ルールを考えるときには，委員だけで検討するのは不十分かもしれない。
○　論点は２つある。１つ目は，団体や組織間連携を進めるための紳士協定という意味では京都府が作成した「京都ウェイ」のイメージがある。２つ目は，どうすれば協働できるのか分からない人に対してどう解決する手段を伝えるのかということである。
○　「協働のルール」については，京都府の話しを聞くところから話しても良いのかもしれない。事例からマナー等を整理するようなものでも良いのかなと思った。ゲストを呼んで議論するようなことができると良い。
※部会の設置と委員について

・協働のルール（仮称）検討部会

　　小辻委員・芝原委員・竹内委員・谷口座長・辻委員・○西田副座長・西野委員

　・協働の日（仮称）検討部会

　　伊藤委員・大西委員・○北村委員・菅原委員・本城委員

大室委員，永橋委員，平井委員はどちらの部会に所属するか未確定。

各委員はどちらの部会にも参加できることとする。
資料５








